
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各生協の２００８年度通常総代会の開催予定は以下のとおりです。 

生 協 名 月 日 （曜） 時  間 会    場 

群馬大学生協 ５月２１日（水） ９：３０～１２：００ 荒牧ミューズホール 

はるな生協     ２４日（土） １３：００～ 高崎労使会館 

北毛保健生協     ２４日（土） １３：３０～17：００ 渋川保健福祉センター 

群馬県庁生協      ２７日（火） １４：００～１６：００ 群馬県公社ビル 

高経大生協      ２８日（水） １８：００～１９：３０ 三扇会館 

利根保健生協      ２９日（木） ９：００～１６：００ 利根沼田文化会館 

生活クラブ生協      ３１日（土） １０：００～１２：３０ 生活クラブ玉村本部センター 

群馬中央医療生協      ３１日（土） １３：００～１７：００ ＪＡビルホール 

コープぐんま ６月１１日（水） １０：３０～１３：３０ ＪＡビルホール 

ぐんまよつ葉生協      １４日（土） １０：００～１１：３０ おおたレインボープラザ 

群馬県学校生協      ２０日（金） １４：００～１６：２０ ロイヤルチェスター前橋 

パルシステム群馬      ２１日（土） １０：３０～１３：００ グリーンドーム前橋 

太田情報･医療･自動車専門

学校生協 
     ２５日（水） １２：００～１３：００ グリーンホール 

全労済県本部 ７月３０日（火） １４：００～ 前橋テルサ 

学園マイネ 未定   
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行政・生協懇談会のようす 

小川惠子生活文化部長に 

ご挨拶をいただきました 

 

 

 

 

 

恒例となっている「行政・生協懇談会」が４月１７日、群

馬ロイヤルホテルを会場に開催されました。この懇談会は、

群馬県の人事異動後のこの時期に、群馬県生協連（本部：前

橋市）が主催し、日頃指導・協力をい

ただく群馬県関係部局の皆さんと、県

内生協の理事長をはじめとする役職

員の皆さんとの交流・懇談を行なって

いるものです。今年は県の組織変更が

あって初めての懇談会でした。 

行政から小川惠子生活文化部長、落

合久美子生活文化部消費生活

課次長、田村孝夫総務部危機

管理監、須野原修健康福祉部

食品安全局食品安全課次長、

中澤哲夫農政部蚕糸園芸課長に出席していただきま

した。生協からは、会員生協１０生協と非会員生協

５生協、それに県連から計３８名が参加して懇親を

深めました。 
 

 

 

 

 

３月７日（金）８日（土）、北海道東北地連事務局と７道県連のうち５県連事務局が群馬県を訪

れ、研修と交流を行いました。正午までに前橋駅に集合とあって、朝５時に家を出たという人も。 

一行はまず群馬県食品安全検査センターへと向かい、小山孝所長の歓迎を受けたあと、阿久沢

孝文主席研究員からビデオで説明をうけ検査施設の見学を行いました。続いて群馬県食品安全会

議事務局の田仲リーダーから群馬県の食品安全行政について説明を聞きました。群馬県連からも

報告を行い、まず八田専務理事が食品安全活動を中心とした県連活動について、中嶋副会長が県

内連帯の状況等について紹介し、交流を行いました。 

検査センターをあとにして、次にコープぐんまのコープ昭和店を視察し、参加者は対応した新井

副店長に矢継ぎ早に質問を浴びせていました。北海道東北地連の各県連は皆「海あり県」ですが、

昭和店の鮮魚売り場の商品力と鮮度の良さに感心してい

ました。 

二日目は、群馬県庁昭和庁舎の会議室で朝から午後３

時までワークショップを行なって、全員がパソコンやプ

ロジェクターを持参し、改正生協法に対応した各県連の

定款改定に見通しをつけてから帰られたそうです。 

大変なハードスケジュールをこなした北海道東北地連

の皆さんのバイタリティーに、驚かされた二日間でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 群馬県生協連女性協議会（林かの子会長）は、３月２９日（土）、恒例の組合員学習交流会を開

催しました。３９％という低い自給率の中で、日本の食生活が外国の食料に依存せざるを得ない中

で食の安全に対する関心も高くなっています。

こうした中で県連女性協は、日本の農業がなぜ

こんなになってしまったのかを知り、日本の農

業をとりまく状況について理解を深め、どうし

たら良いのかを生産者といっしょに考えてみま

しょうと、今回は『食の安全と日本の農業』を

テーマに開催しました。この学習交流会には組

合員、役職員など８８人が参加しました。 

挨拶のあと、女性協運営委員が料理教室の一場面をパフォー

マンスで演じ、「そういえば、小麦粉もパンもうどんも値上が

りしていたわよ！」「どうして？」「エタノール燃料とかいうの

と関係あるの？」「私の実家、弟の代で農業おしまいだって。

食べていけないんだよ」「なんで？」・・・とおしゃべりがはず

み、「農業のこと、しっかり考えてみようよ！」と、学習交流会のいきさつを紹介しました。 

群馬県農業協同組合連合会中央会の森村孝利参事を講師に招き、パフォーマンスで登場したたく

さんの「なんで？」「どうして？」に対して講演の中で答えていただきました。 

森村氏は、世界の食糧事情、とりわけ危機的水準にある世界の穀物在庫

や、干ばつ、バイオエタノールへのシフトなどにより世界の穀物需給のバ

ランスが崩れ、食糧需給が極めて不安定になっていることで日本の食品が

激しく値上がりし、外国の都合ですぐに食料輸入が止まる構造となってい

ることや、日本の農政の歴史、減少が続く日本農業（就業人口、戸数）の

現状、８．２兆円の価値をもつという農業の多面的機能、食の安全をめざ

す生産現場の取り組み、更には難しいＷＴＯやＥＰＡ・ＦＴＡについても

豊富な資料をもとに分かりやすく説明して下さいました。 

「輸入農産物と比べてなかなか安くとはいえませんが、安全で新鮮で美味しい食料を追求し、自

然と環境を守る多面的機能とともに、日本人の生命をささえる日本農業を守っていくために、今後

ともいろいろと応援をお願いします」と結ぶと、会場から大きな拍手がわきおこりました。 

参加者からは、「貴重なお話しをお聞きし、また分かりやすくてとても良かった。」「消費者とし

て日本の農業を思う気持ちを強くしました。」「農業を支えるために私たちも一生懸命努力していき

たい。」「こういうところを共に考えて欲しいということを消費者に言ってください。」など感想や

意見が出されました。 

森村孝利参事 




